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4

ソリューションの概要

1 ドアステーション
2 ドアステーションとAXIS A9801の組み合わせ
3 ドアステーションとAXIS A9161の組み合わせ
4 ドアステーションとアクセスコントロールシステムの組み合わせ (AXIS A1001
やAXIS A1601など)
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製品概要

1 スピーカー
2 カメラ
3 インジケーターアイコン, on page 26
4 カードリーダーインジケーターストライプ, on page 26
5 キーパッド
6 呼び出しボタン, on page 26
7 カードリーダーアイコン
8 マイク
9 PIRセンサー
10テレコイルアイコン
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1 HDMI™コネクター, on page 27 (microHDMI)
2 電源コネクター, on page 29
3 ネットワークコネクター, on page 27 (PoE+)
4 リレーコネクタ, on page 27
5 リレーコネクタ, on page 27
6 I/Oコネクター, on page 28
7 ステータスLED
8 コントロールボタン, on page 26
9 2N VBUS (未使用)
10 音声コネクター, on page 27
11 SDカードスロット, on page 26 (microSD/microSDHC/microSDXC)
12 リーダーコネクター, on page 28
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インストール

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

A8207-VEリーダーのインストールビデオ。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

A8207-VEリレーのインストールビデオ。

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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使用に当たって

ネットワーク上のデバイスを検索する

Windows®で検索したAxisデバイスにIPアドレスの割り当てを行うには、AXIS IP Utilityまたは
AXIS Device Managerを使用します。いずれのアプリケーションも無料で、axis.com/supportから
ダウンロードできます。

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへの
アクセス⽅法を参照してください。

ブブララウウザザーーササポポーートト

以下のブラウザーでデバイスを使用できます。

ChromeTM EdgeTM Firefox® Safari®

Windows® ✓ ✓ * *

macOS® ✓ ✓ * *

Linux® ✓ ✓ * *

その他のオペ
レーティングシ
ステム

* * * *

✓: 推奨:

*: 制限付きでサポート

装置のwebインターフェースを開く

1. ブラウザーを開き、Axis装置のIPアドレスまたはホスト名を入力します。
本製品のIPアドレスが不明な場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用し
て、ネットワーク上のデバイスを見つけます。

2. ユーザー名とパスワードを入力します。装置に初めてアクセスする場合は、管理者アカウ
ントを作成する必要があります。管理者アカウントを作成する, on page 8を参照してくだ
さい。

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースのすべての機能および設定に関する説明は、AXIS
OS Webインターフェースのヘルプを参照してください。

管理者アカウントを作成する

装置に初めてログインするときには、管理者アカウントを作成する必要があります。

1. ユーザー名を入力してください。
2. パスワードを入力します。安全なパスワード, on page 9を参照してください。
3. パスワードを再入力します。
4. 使用許諾契約書に同意します。
5. [ AAdddd aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを追追加加))] をクリックします。

重要
装置にはデフォルトのアカウントはありません。管理者アカウントのパスワードを紛失した場
合は、装置をリセットする必要があります。工場出荷時の設定にリセットする, on page 22を参
照してください。

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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安全なパスワード

重要
ネットワーク上でパスワードやその他の機密設定を行う場合は、HTTPS (デフォルトで有効に
なっています) を使用してください。HTTPSを使用すると、安全で暗号化された形でネットワー
クに接続できるため、パスワードなどの機密データを保護できます。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタ
イプのインストールで使用できるようにするためパスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことが強く推奨されています。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。
• パスワードを公開しない。
• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

デバイスのソフトウェアが改ざんされていないことを確認する

装置に元のAXIS OSが搭載されていることを確認するか、またはセキュリティ攻撃が行われた後に
装置を完全に制御するには、以下の手順に従います。
1. 工場出荷時の設定にリセットします。工場出荷時の設定にリセットする, on page 22を参照
してください。
リセットを行うと、セキュアブートによって装置の状態が保証されます。

2. デバイスを設定し、インストールします。

webインターフェースの概要

このビデオでは、装置のwebインターフェースの概要について説明します。

このビデオを見るには、このドキュメントのWebバージョンにアク
セスしてください。

Axis装置のwebインターフェース

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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追加設定

このセクションでは、ハードウェアのインストールが完了した後に製品を起動して実行するため
に、設置者が行う必要のあるすべての重要な設定について説明しています。

rootパスワードを変更する

1. 装置インターフェースにログインし、[SSyysstteemm >> UUsseerrss ((シシスステテムム>>ユユーーザザーー))] に移動しま
す。

2. rootユーザーの場合、 >> [[UUppddaattee uusseerr((ユユーーザザーーのの更更新新))]] をクリックします。
3. 新しいパスワードを入力し、保存します。

リモートスピーカーテストのキャリブレーションを行い、テストを実行する

スピーカーテストを実行することで、スピーカーが意図したとおりに動作しているかどうかを遠
隔で確認することができます。スピーカーテストでは、内蔵マイクロフォンによって登録されて
いる一連のテストトーンを再生します。テストを実行するたびに、登録されている値が、キャリ
ブレーション中に登録された値と比較されます。

注
テストは設置された場所の設置箇所からキャリブレーションする必要があります。壁の建設や
撤去などによって、スピーカーの移動や地域環境の変化が発生した場合は、スピーカーのキャ
リブレーションをやり直す必要があります
キャリブレーション中は、担当者がインストール拠点に実際に出向いてテストトーンを聞き、
スピーカーの音響経路にある予期しない障害物によってテストトーンの音が小さくなったり、
遮断されたりしていないことを確認することをお勧めします。
1. [device interface > AAuuddiioo >> SSppeeaakkeerr tteesstt (デバイスインターフェース>音声 >スピーカー
テスト)] に移動します。

2. 音声デバイスのキャリブレーションを行うには、[CCaalliibbrraattee ((キキャャリリブブレレーーシショョンン))] をク
リックします。

注
Axis製品のキャリブレーションが終了すると、いつでもスピーカーテストを実行できます:
3. スピーカーテストを実行するには、[TTeesstt ((テテスストト))] をクリックします。

注
また、物理デバイスのコントロールボタンを押してキャリブレーションを実行することもでき
ます。コントロールボタンを特定するには、製品概要, on page 5を参照してください。

ダイレクトSIP (P2P) を設定する

VoIP (Voice over IP) は、IPネットワーク上の音声通信とマルチメディア通信を可能にするテクノロ
ジー群です。詳細については、Voice over IP (VoIP), on page 18を参照してください。

この装置では、SIPプロトコルによってVoIPが有効になっています。SIPの詳細については、セッ
ション開始プロトコル (SIP), on page 18を参照してください。

SIPSの設定には2つのタイプがあり、ダイレクトまたはピアツーピア (P2P) がその1つです。同じIP
ネットワーク内の少数のユーザーエージェント間で通信が行われ、PBXサーバーが提供する追加機
能が必要ない場合は、ピアツーピアを使用します。設定する方法については、ピアツーピアSIP
(P2PSIP), on page 18を参照してください。

1. [CCoommmmuunniiccaattiioonn >> SSIIPP >> SSeettttiinnggss ((通通信信 >> SSIIPP >> 設設定定))] に移動し、[EEnnaabbllee SSIIPP ((SSIIPPのの有有効効
化化))] を選択します。

2. デバイスでの着信呼び出しの受信を許可するには、[AAllllooww iinnccoommiinngg ccaallllss ((着着信信呼呼びび出出しし
をを許許可可))] を選択します。

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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注意
着信呼び出しを許可すると、デバイスはネットワークに接続されたすべてのデバイスからの呼
び出しを受け付けます。公共のネットワークまたはインターネットから装置にアクセスできる
場合は、着信の呼び出しを無効化することをお勧めします。
3. [CCaallll hhaannddlliinngg ((呼呼びび出出ししのの処処理理))] をクリックします。

4. [CCaalllliinngg ttiimmeeoouutt ((呼呼びび出出ししタタイイムムアアウウトト))] で、応答がない場合に呼び出しが終了するまで
の秒数を設定します。

5. 着信呼び出しを許可している場合は、[IInnccoommiinngg ccaallll ttiimmeeoouutt ((着着信信呼呼びび出出ししタタイイムムアアウウ
トト))] で着信呼び出しでタイムアウトするまでの秒数を設定します。

6. [PPoorrttss ((ポポーートト))] をクリックします。
7. [SSIIPP ppoorrtt ((SSIIPPポポーートト))] の番号と [TTLLSS ppoorrtt ((TTLLSSポポーートト))] の番号を入力します。

注
• SSIIPP ppoorrtt ((SSIIPPポポーートト)) - SIPセッション用。このポートを経由する信号トラフィックは暗号化
されません。デフォルトポート番号は5060です。

• TTLLSS ppoorrtt ((TTLLSS ポポーートト)) - TLSで保護されたSIPセッションで使用します。このポートを経由す
る信号トラフィックは、Transport Layer Security (TLS) を使用して暗号化されます。デフォ
ルトポート番号は5061です。

• RRTTPP ssttaarrtt ppoorrtt ((RRTTPP開開始始ポポーートト)) - SIP呼び出しの最初のRTPメディアストリームで使用する
ポートを入力します。デフォルトの開始ポートは4000です。一部のファイアウォールで
は、特定のポート番号のポートを経由するRTPトラフィックをブロックできます。ポート番
号は、1024～65535の間で指定してください。

8. [NNAATT ttrraavveerrssaall ((NNAATTトトララババーーササルル))] をクリックします。
9. NATトラバーサルを有効にするためのプロトコルを選択します。

注
NATトラバーサルは、デバイスがNATルーターまたはファイアウォール経由でネットワークに
接続している場合に使用します。詳細については、を参照してください。
10. [保保存存] をクリックします。

サーバーを介してSIPを設定する (PBX)

VoIP (Voice over IP) は、IPネットワーク上の音声通信とマルチメディア通信を可能にするテクノロ
ジー群です。詳細については、Voice over IP (VoIP), on page 18を参照してください。

この装置では、SIPプロトコルによってVoIPが有効になっています。SIPの詳細については、セッ
ション開始プロトコル (SIP), on page 18を参照してください。

SIPSの設定には2つのタイプがあり、PBXサーバーはそのうちの1つでです。PBXサーバーは、IP
ネットワークの内外で無制限の数のユーザーエージェントの間で通信を行う必要がある場合に使
用します。PBXプロバイダーによっては、設定に機能が追加される場合があります。詳細について
は、構内交換機 (PBX), on page 19を参照してください。

1. PBXプロバイダーから以下の情報を入手してください。
– ユーザーID
– ドメイン
– パスワード
– 認証ID
– 呼び出し側ID
– レジストラ
– RTP開始ポート

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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2. [[CCoommmmuunniiccaattiioonn ((通通信信))]] >> [[SSIIPP]] >> [[AAccccoouunnttss ((アアカカウウンントト))]] に移動し、[++ AAdddd aaccccoouunntt
((アアカカウウンントトをを追追加加))] をクリックします。

3. アカウントの [NNaammee ((名名前前))] を入力します。
4. [RReeggiisstteerreedd ((登登録録済済みみ))] を選択します。
5. Transport mode (伝送モード)を選択します。

6. PBXプロバイダーからのアカウント情報を追加します。
7. [保保存存] をクリックします。
8. ピアツーピアの場合と同じ方法でのSIPの設定については、ダイレクトSIP (P2P) を設定する,
on page 10を参照してください。PBXプロバイダーのRTP開始ポートを使用します。

連絡先の作成

この例では、連絡先リストで新しい連絡先を作成する方法について説明します。開始する前に、
[CCoommmmuunniiccaattiioonn >> SSIIPP ((通通信信 >> SSIIPP))] でSIPを有効にしてください。

新しい連絡先を作成する方法:

1. [CCoommmmuunniiccaattiioonn >> CCoonnttaacctt lliisstt ((通通信信 >>連連絡絡先先リリスストト))] に移動します。
2. [++ AAdddd ccoonnttaacctt ((連連絡絡先先をを追追加加))] をクリックします。
3. 連絡先の姓名を入力します。
4. 連絡先のSIPアドレスを入力します。

注
SIPアドレスの詳細については、セッション開始プロトコル (SIP), on page 18を参照してくださ
い。
5. 呼び出し元のSIPアカウントを選択します。

注
可用性オプションは、[SSyysstteemm ((シシスステテムム))] > [EEvveennttss ((イイベベンントト))] > [SScchheedduulleess ((ススケケジジュューー
ルル))] で定義します。
6. 連絡先の [AAvvaaiillaabbiilliittyy ((可可用用性性))] を選択します。連絡先が対応できないときに呼び出しが
あった場合、フォールバックがない限り、呼び出しはキャンセルされます。

注
フォールバックとは、元の連絡先が応答しない場合、または対応できない場合に転送される連
絡先です。
7. [FFaallllbbaacckk ((フフォォーールルババッックク))] で、[NNoonnee ((ななしし))] を選択します。
8. [保保存存] をクリックします。

呼び出しボタンの設定

デフォルトでは、呼び出しボタンはVMS (ビデオ管理ソフトウェア) 呼び出しを行うように設定さ
れています。この設定を維持する場合は、AxisインターカムをVMSに追加するだけです。

この例では、訪問者が呼び出しボタンを押したときに連絡先リストにある連絡先を呼び出すよう
に、システムを設定する方法について説明します。

1. [CCoommmmuunniiccaattiioonn >> CCaallllss >> CCaallll bbuuttttoonn ((通通信信 >>呼呼びび出出しし >>呼呼びび出出ししボボタタンン))] に移動しま
す。

2. [RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] で、[VVMMSS] を削除します。
3. [RReecciippiieennttss ((送送信信先先))] で、既存の連絡先を選択するか、新しい連絡先を作成します。

呼び出しボタンを無効にするには、[EEnnaabbllee ccaallll bbuuttttoonn ((呼呼びび出出ししボボタタンンをを有有効効ににすするる))] をオフ
にします。
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リーダーとして設定する

ドアステーションをリーダーとして設定し、資格情報保持者がドアを開けられるようにできま
す。

エントリーリストを使用すると、ドアステーションが認証情報をローカルに保存し、最大50名ま
での資格情報保持者に対してスタンドアロンのリーダーとして機能させることができます。

ドアステーションをドアコントローラーに接続している場合でも、ドアステーションは最大50件
の認証情報を保存でき、要求された認証情報がエントリーリストにある場合は、ドアステーショ
ンがアクセス権限を管理します。要求された認証情報がエントリーリストに見つからず、接接続続ささ
れれたたドドアアココンントトロローーララーーをを使使用用オプションが有効になっている場合、要求はドアコントローラー
に転送され、ドアコントローラーがアクセス権限を管理します。

エエンントトリリーーリリスストトをを使使用用ししてて資資格格情情報報保保持持者者ががドドアアをを開開けけらられれるるよよううににししまますす。。

エントリーリストを使用すると、認証情報保持者が認証情報を使用してドアを開くなどのアク
ションをトリガーできるように設定できます。この例では、カードを使用してドアを10回開くこ
とができる認証情報所持者を追加する方法について説明します。

要要件件

• [[RReeaaddeerr ((リリーーダダーー))]] >> [[CChhiipp ttyyppeess ((チチッッププタタイイププ))]] で正しいチップタイプがアクティブに
なっていることを確認します。

エントリーリストをオンにし、認証情報保持者を追加します。
1. [[RReeaaddeerr ((リリーーダダーー))]] >> [[EEnnttrryy lliisstt ((エエンントトリリーーリリスストト))]] に移動します。
2. [UUssee EEnnttrryy lliisstt ((エエンントトリリーーリリスストトをを使使用用))] をオンにします。
3. [++ AAdddd ccrreeddeennttiiaall hhoollddeerr ((認認証証情情報報保保持持者者をを追追加加))] をクリックします。
4. 認証情報保持者の姓名を入力します。この名前は一意である必要があります。
5. [CCaarrdd ((カカーードド))] を選択します。
6. 認証情報保持者のカードを装置でスワイプし、[GGeett llaatteesstt ((最最新新デデーータタをを取取得得))] をクリック
します。

7. イベント条件を [AAcccceessss ggrraanntteedd ((アアククセセスス許許可可))] のままにします。
8. [VVaalliidd ttoo ((有有効効期期限限))] で、[NNuummbbeerr ooff ttiimmeess ((回回数数))] を選択します。
9. [NNuummbbeerr ooff ttiimmeess ((回回数数))] に「10」と入力します。
10. [保保存存] をクリックします。

ルールの作成:
1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動します。
2. [RRuulleess ((ルルーールル))] で、[++ AAdddd aa rruullee ((ルルーールルをを追追加加))] をクリックします。
3. [[NNaammee ((名名前前))] に、「Open door (ドアを開ける)」と入力します。
4. 条件のリストで、[[EEnnttrryy lliisstt ((エエンントトリリーーリリスストト))]] >> [[AAcccceessss ggrraanntteedd ((アアククセセスス許許可可))]] を選
択します。

5. アクションのリストから、[[II//OO]] >> [[TTooggggllee II//OO oonnccee ((II//OOをを11回回切切りり替替ええ))]] を選択します。
6. ポートのリストで、[DDoooorr ((ドドアア))] を選択します。
7. [SSttaattee ((状状態態))] で、[AAccttiivvee ((アアククテティィブブ))] を選択します。
8. 継続時間を00:00:07に設定します。
9. [保保存存] をクリックします。
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ドドアアココンントトロローーララーーをを使使用用ししててカカーードドリリーーダダーーととししてて設設定定すするる

ネネッットトワワーークク接接続続

ドアステーションをカードリーダーとして使用するには、ドアステーションをドアコントロー
ラーに接続することができます。ドアコントローラーは、すべての認証情報を保存し、誰がドア
を通過できるかを追跡します。この例では、ネットワークを介してデバイスを接続します。ま
た、許可されているカードの種類も変更します。

重要
ネットワーク接続はAxisドアコントローラーでのみ可能です。Axis以外のドアコントローラーに
接続するには、デバイスをケーブルで物理的に接続する必要があります。有線接続, on page 14
を参照してください。

ドドアアスステテーーシショョンンををカカーードドリリーーダダーーととししてて設設定定すするる
1. [[RReeaaddeerr ((リリーーダダーー)) >> [[CCoonnnneeccttiioonn ((接接続続))]] に移動します。
2. [VVAAPPIIXX rreeaaddeerr ((VVAAPPIIXXリリーーダダーー))] プロトコルタイプを選択します。
3. ドアコントローラーとの通信に使用するプロトコルを選択します。

注
[HHTTTTPPSS] を使用している場合は、[VVeerriiffyy cceerrttiiffiiccaattee ((証証明明書書をを検検証証すするる))] をオンにすることを
お勧めします。
4. ドアコントローラーのIPアドレスを入力します。
5. ドアコントローラーの認証情報を入力します。
6. [接接続続] をクリックします。
7. 該当するドア用の入口リーダーを選択します。
8. [保保存存] をクリックします。

有有線線接接続続

ドアステーションをカードリーダーとして使用するには、ドアステーションをドアコントロー
ラーに接続することができます。ドアコントローラーは、すべての認証情報を保存し、誰がドア
を通過できるかを追跡します。この例では、デバイスはケーブルで接続し、Wiegandプロトコル
を使用しています。また、beeperは有効で、LED用にI/Oポートを1つ使用します。また、許可され
ているカードの種類も変更します。

重要
未使用のI/Oポートを使用します。すでに使用されているI/Oポートを使用した場合、それらの
ポート用に作成されたイベントは動作しなくなります。

開開始始すするる前前にに
• ドアステーションをドアコントローラーに接続します。
電気配線図を参照してください。axis.com/products/axis-a8207-ve-mk-ii/supportからダウ
ンロードできます。

• ドアコントローラーのハードウェアを、リーダー用のWiegandプロトコルを使用して設定
します。手順については、ドアコントローラーのユーザーズマニュアルを参照してくださ
い。

ドドアアスステテーーシショョンンををカカーードドリリーーダダーーととししてて設設定定すするる
1. [[RReeaaddeerr ((リリーーダダーー)) >> [[CCoonnnneeccttiioonn ((接接続続))]] に移動します。
2. プロトコルタイプとして [WWiieeggaanndd ((ウウィィジジェェッットト))] を選択します。
3. [BBeeeeppeerr ((ビビーーパパーー))] をオンにします。
4. [IInnppuutt ffoorr bbeeeeppeerr ((ビビーーパパーーのの入入力力))] で、[II33] を選択します。
5. [IInnppuutt uusseedd ffoorr LLEEDD ccoonnttrrooll ((LLEEDDココンントトロローールルでで使使用用すするる入入力力))] で、[11] を選択します。
6. [IInnppuutt ffoorr LLEEDD11 ((LLEEDD11のの入入力力))] で、[II11] を選択します。
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7. 各状態に使用する色を選択します。
8. [KKeeyypprreessss ffoorrmmaatt ((キキーー操操作作のの形形式式))] で、[FFoouurrBBiitt] を選択します。
9. [保保存存] をクリックします。
10. [RReeaaddeerr >> CChhiipp ttyyppeess ((リリーーダダーー >>チチッッププタタイイププ))] に移動し、使用するチップタイプをア
クティブにします。

注
デフォルトのチップタイプのセットは保持できますが、特定のニーズに応じてリストを変更す
ることをお勧めします。
11. [AAdddd ddaattaa sseett ((デデーータタセセッットトをを追追加加))] をクリックして、さまざまなチップタイプのデータ
セットを指定します。

12. SSaavvee ((保保存存)) をクリックします。

カード上の保護されているデータを使用してセキュリティを向上させる

アクセスコントロールシステムのセキュリティを向上させるために、一部の種類のカードに保存
されている安全なカードデータを使用することができます。データは秘密鍵によって保護されて
います。カードデータを読み取るには、秘密鍵とカードに関するその他の情報をデバイスに保存
する必要があります。

1. [RReeaaddeerr >> CChhiipp ttyyppeess ((リリーーダダーー >>チチッッププタタイイププ))] に移動します。

2. [DDaattaa sseettss ((デデーータタセセッットト))] で、編集するチップタイプを選択し、[AAdddd ddaattaa sseett ((デデーータタ
セセッットトをを追追加加))] をクリックします。

3. カードデータに関する情報を入力します。入力する情報は、カードタイプとカードを登録
した方法によって異なります。

4. OSDPまたはWiegandプロトコルを使用する場合は、[UUssee aass UUIIDD ((UUIIDDととししてて使使用用すするる))] を
選択して、通常のカードUID/CSNではなくUID/CSNとして安全なデータを送信します。

5. 指定したカードデータに準拠したカードのみをアクセスコントローラーに送信するには、
[RReeqquuiirreedd ddaattaa ((必必須須デデーータタ))] を選択します。準拠しないカードはリーダーに無視されま
す。

6. [保保存存] をクリックします。

DTMFを使用して来訪時にドアのロックを解除する

訪問者がドアステーションから呼び出しを行うと、応答者は自身のDual-Tone Multi-Frequency
(DTMF) を使用して、ドアのロックを解除できます。ドアコントローラーにより、ドアのロック/
ロック解除を行います。

この例では、次の方法について説明します。
• ドアステーションのDTMF信号を定義する
• 次のようにドアステーションを設定します。
– ドアコントローラーにドアのロックを解除するように要求するか、ままたたはは
– 内部リレーを使用してドアのロックを解除します。

すべての設定はドアステーションのWebページで行います。
開開始始すするる前前にに
• 装置からのSIP呼び出しを許可し、SIPアカウントを作成します。「ダイレクトSIP (P2P) を
設定する, on page 10」および「サーバーを介してSIPを設定する (PBX), on page 11」を参
照してください。

ドドアアスステテーーシショョンンののDDTTMMFF信信号号をを定定義義すするる
1. [[CCoommmmuunniiccaattiioonn ((通通信信))]] >> [[SSIIPP]] >> [[DDTTMMFF]] に移動します。
2. [++ AAdddd sseeqquueennccee ((シシーーケケンンススをを追追加加))] をクリックします。
3. [SSeeqquueennccee ((シシーーケケンンスス))] に「1」と入力します。
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4. [[DDeessccrriippttiioonn ((説説明明))]] に、「Unlock door (ドアロック解除)」と入力します。
5. [AAccccoouunnttss ((アアカカウウンントト))] で、SIPアカウントを選択します。
6. [保保存存] をクリックします。

内内部部リリレレーーをを使使用用ししててドドアアののロロッッククをを解解除除すするるよよううにに、、ドドアアスステテーーシショョンンをを設設定定すするる
7. [SSyysstteemm >> EEvveennttss >> RRuulleess ((シシスステテムム>>イイベベンントト >>ルルーールル))] に移動し、ルールを追加しま
す。

8. [NNaammee ((名名前前))] フィールドに「DTMF unlock door (DTMFドアロック解除)」と入力します。
9. 条件リストの [CCaallll ((呼呼びび出出しし))] で、[DDTTMMFF] を選択し、続いて [UUnnlloocckk ddoooorr ((ドドアアののロロッッ
クク解解除除))] を選択します。

10. アクションのリストから [II//OO] で [TTooggggllee II//OO oonnccee ((II//OOをを一一度度切切りり替替ええるる))] を選択しま
す。

11. ポートのリストから、[RReellaayy 11 ((リリレレーー11))] を選択します。

12. 継継続続時時間間を 00:00:07 に変更します。この場合、ドアのロックが7秒間解除されます。
13. [保保存存] をクリックします。

モニターへのライブ映像の送信

ネットワーク接続がなくても、デバイスからHDMIモニターにライブビデオストリームを送信でき
ます。モニターを使用して、ドアの前にいる人物を確認します。

1. 外部モニターをHDMIコネクタと接続します。
2. [SSyysstteemm >> VViiddeeoo oouutt ((シシスステテムム>>ビビデデオオ出出力力))] で、HDMI設定を調整します。

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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webインターフェース

AXIS OS搭載デバイスのWebインターフェースで利用可能なすべての機能と設定については、AXIS
OS Webインターフェースのヘルプに移動します。
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詳細情報

Voice over IP (VoIP)

Voice over IP (VoIP) は、インターネットなどのIPネットワーク上の音声通信とマルチメディアセッ
ションを可能にするテクノロジー群です。従来の電話呼び出しでは、アナログ信号は公衆交換電
話網 (PSTN) 経由のサーキット伝送を通じて送信されます。VoIP呼び出しでは、アナログ信号がデ
ジタル信号に変換され、ローカルIPネットワークまたはインターネットを経由してデータパケット
で信号を送信することができます。

本製品では、セッション開始プロトコル (SIP) およびDTMF (デュアルトーン多重周波数) 信号伝達
によってVoIPが有効になっています。

例:

Axisドアステーションで呼び出しボタンを押すと、1つ以上の事前定義された送信先への呼び出し
が開始されます。送信先が応答すると、呼び出しが確立されます。VoIPテクノロジーで音声と映
像が転送されます。

セセッッシショョンン開開始始ププロロトトココルル ((SSIIPP))

セッション開始プロトコル (SIP) を使用して、VoIP呼び出しを設定、維持、および終了します。2つ
以上のグループ (SIPユーザーエージェント) の間で呼び出しを行うことができます。SIP呼び出し
は、SIP電話、ソフトフォン、SIP対応Axisデバイスなどを使用して行うことができます。

実際の音声またはビデオは、RTP (Real-time Transport Protocol) などのトランスポートプロトコル
を使用して、SIPユーザーエージェントの間で交換されます。

ピアツーピア設定を使用するか、PBXを使用したネットワークを通じて、ローカルネットワークで
呼び出しを行うことができます。

ピピアアツツーーピピアアSSIIPP ((PP22PPSSIIPP))

最も基本的なタイプのSIP通信は、2つ以上のSIPユーザーエージェントの間で直接行われます。こ
れは、ピアツーピアSIP (P2PSIP) と呼ばれます。ローカルネットワーク上で行われる場合、必要な
のはユーザーエージェントのSIPアドレスだけです。この場合、通常のSIPアドレスはsip:
<local-ip>です。

例:

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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1 ユーザーエージェントA - ドアステーション。SIPアドレス: sip:192.168.1.101
2 ユーザーエージェントB - SIPが有効な電話。SIPアドレス: sip:192.168.1.100

ピアツーピアSIP設定を使用して、同じネットワーク上でSIP対応電話などを呼び出すように、Axis
ドアステーションを設定することができます。

構構内内交交換換機機 ((PPBBXX))

ローカルIPネットワークの外部でSIP呼び出しを行うときは、構内交換機 (PBX) をセンターハブとし
て機能させることができます。PBXの主要コンポーネントはSIPサーバーです。これは、SIPプロキ
シーまたはレジストラとも呼ばれます。PBXは従来の電話交換台のように動作します。クライアン
トの現在の状態を表示し、呼転送、ボイスメール、リダイレクトなどを行うことができます。

PBX SIPサーバーは、ローカルエンティティまたはオフサイトとして設定することができます。イ
ントラネットまたはサードパーティのプロバイダーによってホストすることができます。ネット
ワーク間でSIP呼び出しを行うと、呼び出しは一連のPBXによって到達先のSIPアドレスの場所を照
会し、ルーティングされます。

各SIPユーザーエージェントは、PBXに登録することで、正しい内線番号をダイヤすると該当の
エージェントに到達できるようになります。この場合、通常のSIPアドレスはsip:
<user>@<domain>またはsip:<user>@<registrar-ip>です。SIPアドレスはそのIPアドレス
とは無関係であり、PBXはデバイスがPBXに登録されている間は、そのデバイスをアクセス可能に
します。

例:

1 sip:mydoor@company.com
2 sip:myspeaker@company.com
3 PPBBXX sip.company.com
4 sip:office@company.com

Axisドアステーションで呼び出しボタンを押すと、呼び出しが1つ以上のPBXを経由して、ローカ
ルIPネットワークまたはインターネット上のSIPアドレスに転送されます。

SIP

SIP SIP

SIP
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イベントのルールを設定する

特定のイベントが発生したときにデバイスにアクションを実行させるように、ルールを作成する
ことができます。ルールは条件とアクションで構成されます。条件を使用して、アクションをト
リガーすることができます。たとえば、デバイスは動きを検知したときに、録画を開始したり、
電子メールを送信したりすることができ、デバイスが録画をしている間にオーバーレイテキスト
を表示することができます。

詳細については、「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

分析機能とアプリ

分析機能とアプリを使用することで、Axisデバイスをより活用できます。AXIS Camera Application
Platform (ACAP) は、サードパーティによるAxisデバイス向けの分析アプリケーションやその他の
アプリの開発を可能にするオープンプラットフォームです。アプリとしては、デバイスにプリイ
ンストール済み、無料でダウンロード可能、またはライセンス料が必要なものがあります。

Axisの分析機能とアプリのユーザーマニュアルは、help.axis.comから参照できます。

AAXXIISS CClliieenntt ffoorr UUnniiffiieedd CCoommmmuunniiccaattiioonn SSyysstteemmss

このアプリケーションを使うと、SIP対応のAxisデバイスと、リンクされたMicrosoft® Teamsアカウ
ントの間で通話できます。詳細については、AXIS Client for Unified Communication Systemsの
ユーザーマニュアルを参照してください。
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日常的な使用

キーパッドの使用

目目的的ののアアククシショョンン 動動作作

建物の中に入れてくれる人に電話します。
を押します。

建物内の人物を呼び出します。
その人の短縮ダイヤル番号を入力し、 を押
します。

自分のカードとPINを使用してドアを開きま
す。

カードをタップして、PINを入力します。

PINを使用してドアを開きます。 PINを入力し#を押します。

自分のカードを使用してドアを開きます。 カードをタップします。
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トラブルシューティング

工場出荷時の設定にリセットする

重要
工場出荷時の設定へのリセットは慎重に行ってください。工場出荷時の設定へのリセットを行
うと、IPアドレスを含むすべての設定が工場出荷時の値にリセットされます。

本製品を工場出荷時の設定にリセットするには、以下の手順に従います。

1. 本製品の電源を切ります。
2. コントロールボタンを押した状態で電源を再接続します。製品概要, on page 5を参照して
ください。

3. ステータスLEDインジケーターがオレンジで点滅するまでコントロールボタンを15～30秒
間押し続けます。

4. コントロールボタンを放します。プロセスが完了すると、ステータスLEDが緑色に変わりま
す。ネットワーク上にDHCPサーバーがない場合、装置のIPアドレスのデフォルトは次のい
ずれかになります。
– AAXXIISS OOSS 1122..00以以降降のの装装置置:: リンクローカルアドレスサブネット（169.254.0.0/16）か

ら取得
– AAXXIISS OOSS 1111..1111以以前前のの装装置置:: 192.168.0.90/24

5. インストールおよび管理ソフトウェアツールを使用して、IPアドレスの割り当て、パスワー
ドの設定、装置へのアクセスを行います。
axis.com/supportのサポートページに、インストールおよび管理ソフトウェアツールが用意
されています。

装置のwebインターフェースを使用して、各種パラメーターを工場出荷時の設定に戻すこともでき
ます。[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス)) > FFaaccttoorryy ddeeffaauulltt ((工工場場出出荷荷時時のの設設定定))] に移動し、[DDeeffaauulltt
((デデフフォォルルトト))] をクリックします。

AXIS OSの現在のバージョンを確認する

装置の機能はAXIS OSによって決まります。問題のトラブルシューティングを行う際は、まずAXIS
OSの現在のバージョンを確認することをお勧めします。最新バージョンには、特定の問題の修正
が含まれていることがあります。

AXIS OSの現在のバージョンを確認するには:

1. 装置のwebインターフェース> [SSttaattuuss ((スステテーータタスス))] に移動します。
2. [DDeevviiccee iinnffoo ((デデババイイスス情情報報))] で、AXIS OSのバージョンを確認します。

AXIS OSをアップグレードする

重要
• デバイスソフトウェアのアップグレードでは、既定の設定とカスタマイズ設定が保存され
ます。Axis Communications ABは、新しいAXIS OSバージョンで機能が利用可能であって
も、設定が保存されることを保証できません。

• AXIS OS 12.6以降、お使いのデバイスの現在のバージョンからアップグレードバージョンま
でのすべてのLTSバージョンをインストールする必要があります。たとえば、現在インス
トールされているデバイスソフトウェアのバージョンがAXIS OS 11.2の場合、
デバイスをAXIS OS 12.6にアップグレードする前に、LTSバージョンであるAXIS OS 11.11を
インストールする必要があります。詳しくは、AXIS OS Portal: アップグレードパスを参照し
てください。

• アップグレードプロセス中は、デバイスを電源に接続したままにしてください。
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注
• アクティブトラックのAXIS OSの最新バージョンで装置をアップグレードすると、製品に最
新機能が追加されます。アップグレードする前に、AXIS OSと共に提供されるアップグレー
ド手順とリリースノートを必ずお読みください。AXIS OSの最新バージョンとリリースノー
トについては、axis.com/support/device-softwareにアクセスしてください。

1. AXIS OSのファイルをコンピューターにダウンロードします。これらのファイルはaxis.com/
support/device-softwareから無料で入手できます。

2. デバイスに管理者としてログインします。
3. [[MMaaiinntteennaannccee ((メメンンテテナナンンスス))]] >>[[AAXXIISS OOSS uuppggrraaddee ((AAXXIISS OOSSののアアッッププググレレーードド))]] に移動
し、[UUppggrraaddee ((アアッッププググレレーードド))] をクリックします。

アップグレードが完了すると、製品は自動的に再起動します。

技術的な問題、ヒント、解決策

このページで解決策が見つからない場合は、axis.com/supportのトラブルシューティングセクショ
ンに記載されている方法を試してみてください。

フファァーームムウウェェアアののアアッッププググレレーードドでで問問題題がが発発生生すするる

ファームウェアの
アップグレード失敗

ファームウェアのアップグレードに失敗した場合、デバイスは以前の
ファームウェアを再度読み込みます。最も一般的な理由は、間違った
ファームウェアファイルがアップロードされた場合です。デバイスに対
応したファームウェアファイル名であることを確認し、再試行してくだ
さい。

IIPPアアドドレレススのの設設定定でで問問題題がが発発生生すするる

デバイスが別のサブ
ネット上にある

デバイス用のIPアドレスと、デバイスへのアクセスに使用するコン
ピューターのIPアドレスが異なるサブネットにある場合は、IPアドレスを
設定することはできません。ネットワーク管理者に連絡して、適切なIP
アドレスを取得してください。

IPアドレスが別のデ
バイスで使用されて
いる

デバイスをネットワークから切断します。pingコマンドを実行します (コ
マンドウィンドウまたはDOSウィンドウで、pingコマンドとデバイスの
IPアドレスを入力します)。

• Reply from <IP address>: bytes=32; time=10...が表示さ
れた場合は、ネットワーク上の別のデバイスでそのIPアドレスが
すでに使われている可能性があります。ネットワーク管理者から
新しいIPアドレスを取得し、デバイスを再度インストールしてく
ださい。

• Request timed outが表示された場合は、AxisデバイスでそのIP
アドレスを使用できます。この場合は、すべてのケーブル配線を
チェックし、デバイスを再度インストールしてください。

同じサブネット上の
別のデバイスとIPア
ドレスが競合してい
る可能性がある

DHCPサーバーによって動的アドレスが設定される前は、Axisデバイスは
静的IPアドレスを使用します。つまり、デフォルトの静的IPアドレスが別
のデバイスでも使用されていると、デバイスへのアクセスに問題が発生
する可能性があります。

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station

https://www.axis.com/support/device-software
https://www.axis.com/support/device-software
https://www.axis.com/support/device-software
https://www.axis.com/support


24

ブブララウウザザーーかかららデデババイイススににアアククセセススででききなないい

ログインできない HTTPSが有効になっているときは、ログインを試みるときに正しいプロ
トコル (HTTPまたはHTTPS) を使用していることを確認してください。場
合によっては、ブラウザーのアドレスフィールドに手動でhttpまたは
httpsを入力する必要があります。

rootユーザーのパスワードを忘れた場合は、デバイスを工場出荷時の設
定にリセットする必要があります。工場出荷時の設定にリセットする, on
page 22を参照してください。

DHCPによってIPアド
レスが変更された

DHCPサーバーから取得したIPアドレスは動的なアドレスであり、変更さ
れることがあります。IPアドレスが変更された場合は、AXIS IP Utilityまた
はAXIS Device Managerを使用してデバイスのネットワーク上の場所を特
定してください。デバイスのモデルまたはシリアル番号、あるいはDNS
名 (設定されている場合) を使用してデバイスを識別します。

装装置置ににロローーカカルルににアアククセセススででききるるがが、、外外部部かかららアアククセセススででききなないい

デバイスに外部からアクセスする場合は、以下のいずれかのWindows®向けアプリケーションを
使用することをお勧めします。

• AXIS Companion：無料で使用でき、最小限の監視が必要な小規模システムに最適です。
• AXIS Camera Station：小規模から中規模のシステムに最適です。30日間の試用版を無料
で使用できます。

手順とダウンロードについては、axis.com/vmsにアクセスしてください。

パフォーマンスに関する一般的な検討事項

システムを設定する際には、さまざまな設定や条件がシステムのパフォーマンスにどのように影
響するかを検討することが重要です。帯域幅 (ビットレート) に影響を与える要因もあれば、フ
レームレートに影響を与える要因もあり、両方に影響する要因もあります。

考慮すべき最も重要な要因:

• 画像解像度が高い、または圧縮レベルが低いと、画像のファイルサイズが増大し、結果的
に帯域幅に影響を及ぼします。

• 多数のMotion JPEGクライアントまたはユニキャストH.264/H.265/AV1クライアントによる
アクセスは帯域幅に影響します。

• 様々なクライアントが様々な解像度や圧縮方式が異なるストリームを同時に閲覧すると、
フレームレートと帯域幅の両方に影響を及ぼします。
フレームレートを高く維持するために、できる限り同一ストリームを使用してください。
ストリームプロファイルを使用すると、ストリームの種類が同一であることを確認できま
す。

• 異なるコーデックのビデオストリームへの同時アクセスが発生すると、フレームレートと
帯域幅の両方に影響が及ぼされます。最適な性能が実現するように、同じコーデックのス
トリームを使用してください。

• イベント設定を多用すると、製品のCPU負荷に影響が生じ、その結果、フレームレートに
影響します。

• 特に、Motion JPEGのストリーミングでは、HTTPSを使用するとフレームレートが低くなる
場合があります。

• 貧弱なインフラによるネットワークの使用率が高いと帯域幅に影響します。
• パフォーマンスの低いクライアントコンピューターで閲覧するとパフォーマンスが低下
し、フレームレートに影響します。

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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• 複数のAXIS Camera Application Platform (ACAP) アプリケーションを同時に実行すると、フ
レームレートと全般的なパフォーマンスに影響する場合があります。

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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仕様

フロントパネルインジケーターとコントロール

製品を電源に接続すると、フロントパネルのインジケーターが数秒間点灯します。

イインンジジケケーータターーアアイイココンン

アアイイココンン 説説明明

発信が開始されると青色に点灯します。

着信が開始されると青色に点滅します。

通話中はオレンジ色に点灯します。

ドアが開いているときは緑色に点灯します。

カカーードドリリーーダダーーイインンジジケケーータターースストトラライイププ

このストライプは、リーダーからのフィードバックを示します。

呼呼びび出出ししボボタタンン

呼び出しボタンの周囲に組み込まれたライトを使用して、訪問者の顔を照らすことができます。

LEDインジケーター

スステテーータタススLLEEDD 説説明明

緑 正常動作であれば緑色に点灯します。

SDカードスロット

注意
• SDカード損傷の危険があります。SDカードの挿入と取り外しの際には、鋭利な工具や金属
性の物を使用したり、過剰な力をかけたりしないでください。カードの挿入や取り外しは
指で行ってください。

• データ損失や録画データ破損の危険があります。SDカードを取り外す前に、装置のwebイ
ンターフェースからマウント解除してください。本製品の稼働中はSDカードを取り外さな
いでください。

本装置は、microSD/microSDHC/microSDXCカードに対応しています。

推奨するSDカードについては、axis.comを参照してください。

microSD、microSDHC、およびmicroSDXCロゴは、SD-3C LLCの商標です。
microSD、microSDHC、microSDXCは、米国および/または他の国々におけるSD-3C, LLCの商標ま
たは登録商標です。

ボタン

ココンントトロローールルボボタタンン

コントロールボタンは、以下の用途で使用します。

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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• 製品を工場出荷時の設定にリセットする。工場出荷時の設定にリセットする, on page 22を
参照してください。

コネクター

HHDDMMII™™ココネネククタターー

ディスプレイやパブリックビューモニターへの接続には、microHDMITMコネクタを使用します。

ネネッットトワワーーククココネネククタターー

Power over Ethernet Plus (PoE+) 対応RJ45イーサネットコネクター

音音声声ココネネククタターー

音声入出力用4ピンターミナルブロック。

1 2 3 4

機機能能 ピピンン メメモモ

ライン入力 1 ライン入力 (モノラル)

GND 2 音声アース

ライン出力端子 3 ライン出力端子

GND 4 音声アース

リリレレーーココネネククタタ

ソリッドステートリレー用8ピンターミナルブロックは次の方法で使用できます。

• 標準的なリレーとして補助回路を開閉します。
• ロックを直接制御します。
• 安全リレーを通してロックを制御します。ドアの安全な側で安全リレーを使用すると、
ショートを防止することができます。

機機能能 ピピンン メメモモ 仕仕様様

NO/NC 1 NO (Normally Open) / NC (Normally
Closed)
リレー装置の接続用。
2つのリレーピンは電気的に他の回路か
ら絶縁されています。

最大電流 1 A
最大電圧 30 V DC

COM 2 コモン

24 V DC 3 補助装置への電源供給用。
注:このピンは、電源出力としてのみ使
用できます。

出力電圧24 V DC
最大電流 50 mA1
最大電流 350 mA2

DCアース 4 0 V DC

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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NO/NC 5 NO (Normally Open) / NC (Normally
Closed)
リレー装置の接続用。
2つのリレーピンは電気的に他の回路か
ら絶縁されています。

最大電流 1 A
最大電圧 30 V DC

COM 6 コモン

12 V DC 7 補助装置への電源供給用。
注:このピンは、電源出力としてのみ使
用できます。

出力電圧12 V DC

最大電流 100 mA3
最大電流 700 mA4

DCアース 8 0 V DC

リリーーダダーーココネネククタターー

外部リーダー接続用4ピンターミナルブロック。

機機能能 ピピンン メメモモ 仕仕様様

DCアース 1 0 V DC

12 V DC 2 補助装置への電源供給
用。
注:このピンは、電源
出力としてのみ使用で
きます。

出力電圧12 V DC

D0/A+ 3 Wiegand: DATA0出力

RS485: A+

D1/B- 4 Wiegand: DATA1出力

RS485: B-

II//OOココネネククタターー

I/Oコネクターに外部装置を接続し、動体検知、イベントトリガー、アラーム通知などと組み合わ
せて使用することができます。I/Oコネクターは、0 VDC基準点と電力 (12 V DC出力) に加えて、以
下のインターフェースを提供します。

デデジジタタルル入入力力 -- 開回路と閉回路の切り替えが可能な装置 (PIRセンサー、ドア/窓の接触、ガラス破
損検知器など) を接続するための入力です。

デデジジタタルル出出力力 -- リレーやLEDなどの外部装置を接続します。接続された装置は、VAPIX®アプリケー
ションプログラミングインターフェースを通じたイベントまたは本装置のwebインターフェースか
ら有効にすることができます。

機機能能 ピピ
ンン

メメモモ 仕仕様様

DCアース 1 0 VDC

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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DC出力 2

補助装置の電源供給に使用できます。
注:このピンは、電源出力としてのみ使用できま
す。

12VDC
最大負荷 = 50 mA

設定可能 (入
力または出
力)

3–6 デジタル入力 –動作させるにはピン1に接続し、
動作させない場合はフロート状態 (未接続) のまま
にします。

0～最大30 VDC

デジタル出力 –アクティブ時はピン1 (DCアース)
に内部で接続し、非アクティブ時はフロート状態
(未接続) になります。リレーなどの誘導負荷とと
もに使用する場合は、過渡電圧から保護するため
に、負荷と並列にダイオードを接続します。

0～30 VDC (最大)、
オープンドレイン、
100 mA

例:

1 DCアース
2 DC出力12 V、最大50 mA
3 I/O (入力として設定)
4 I/O (出力として設定)
5 設定可能I/O
6 設定可能I/O

電電源源ココネネククタターー

DC電源入力用2ピンターミナルブロック。定格出力が≤100 Wまたは≤5 Aの安全特別低電圧 (SELV)
に準拠した有限電源 (LPS) を使用してください。

機機能能 ピピンン メメモモ 仕仕様様

DCアース 1 0 V DC

DC入力 2 Power over Ethernetを使用しないとき
のコントローラーへの電源供給用。
注:このピンは、電源入力としてのみ使
用できます。

8～28 V DC、最大22 W
出力の最大負荷 9W

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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安全情報

危険レベル

危危険険
回避しない場合、死亡または重傷につながる危険な状態を示します。

警警告告
回避しない場合、死亡または重傷につながるおそれのある危険な状態を示します。

注注意意
回避しない場合、軽傷または中程度の怪我につながるおそれのある危険な状態を示します。

注意
回避しない場合、器物の破損につながるおそれのある状態を示します。

その他のメッセージレベル

重要
製品を正しく機能させるために不可欠な重要情報を示します。

注
製品を最大限に活用するために役立つ有用な情報を示します。

AXIS A8207-VE Mk II Network Video Door Station
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